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・
「
今
昔
物
語
集
」
（『
日
本
古
典
文
学
大
系
26 

今
昔
物
語
集
五
』
）
岩
波
書

店 
昭
三
十
八 

 

巻
第
三
十
一 
大
刀
帯
ノ

陣
ニ

売
魚

ウ
ヲ
ヲ
ウ
リ
シ

嫗
ノ

語コ

ト

第
卅
一 

  

今
ハ

昔
、
三
条
ノ
院
ノ
天
皇
ノ

春
宮

ト

ウ

グ

ウ

ニ
テ

御
オ

ハ

シ

マ
シ
ケ
ル
時
ニ
、
大
刀

タ

チ

帯ハ

キ

ノ
陣
ニ
常
ニ

来
キ

タ

リ

テ
魚
売
ル
女

有ア

リ

ケ
リ
。
大
刀

タ

チ

帯ハ

キ

共ド

モ

此
レ
ヲ

買カ

ハ

セ
テ
食

フ
ニ
、
味

ア

ヂ

ハ

ヒ
ノ

美ム

マ

カ
リ
ケ
レ
バ
、
此
レ
ヲ

役ヤ

ク

ト

持モ

テ

成
シ
テ
菜
ノ

料レ

ウ

ニ
好

ミ
ケ
リ
。
干ホ

シ

タ
ル
魚
ノ

切
々

キ

レ

ギ

レ

ナ
ル
ニ
テ
ナ
ム

有ア

リ

ケ
ル
。 

 

而シ

カ

ル
間
、
八
月

許
バ

カ

リ

ニ

大
刀

タ

チ

帯ハ

キ

共ド

モ

小コ

鷹タ

カ

狩ガ

リ

ニ
北
野
ニ

出イ

デ

テ

遊ア

ソ

ビ
ケ

ル
ニ
、
此
ノ
魚
売
ノ
女

出
来

イ

デ

キ

タ

リ

タ
リ
。
大
刀

タ

チ

帯ハ

キ

共ド

モ

女
ノ
顔
ヲ

見
知

ミ

シ

リ

タ
レ
バ
、

「
此
奴

コ

ノ

ヤ

ツ

コ

ハ
野
ニ
ハ

何ナ

ニ

態ワ

ザ

為ス

ル
ニ
カ
有
ラ
ム
」
ト

思
オ

モ

ヒ

テ
、
馳ハ

セ

寄ヨ

リ

ヨ
リ
テ
見

レ
バ
、
女
大
キ
ヤ
カ
ナ
ル

籮
シ

タ

ミ

ヲ

持モ

タ
リ
、
亦

楚
ス

ハ

ヘ

一

筋ス

ヂ

ヲ

捧
サ

サ

ゲ

テ

持モ

タ

リ
。
此
ノ
女
、
大
刀

タ

チ

帯ハ

キ

共ド

モ

ヲ
見
テ
、
恠

ア

ヤ

シ

ク

迯ニ

ゲ

目メ

ヲ

仕ツ

カ

ヒ
テ
只
騒
ギ
ニ
騒

グ
。
大
刀

タ

チ

帯ハ

キ

ノ

従ト

モ

ノ

者

共ド

モ

寄ヨ

リ

テ
、
「
女
ノ

持モ

タ
ル

籮
シ

タ

ミ

ニ
ハ
何
ノ

入イ

リ

タ

ル
ゾ
」
ト
見
ム
ト

為ス

ル
ニ
、
女

惜ヲ

シ

ム
デ
不
ミ

見
セ
ヌ
ヲ
、
恠

ア

ヤ

シ

ガ
リ
テ

引ヒ

キ

奪バ

ヒ

テ
見
レ
バ
、
蛇

ク
チ
ナ
ハ

ヲ
四
寸

許
バ

カ

リ

ニ

切キ

リ

ツ
、
入イ

レ

タ
リ
。
奇
異

ア

サ

マ

シ

ク

思
オ

モ

ヒ

テ
、「
此

ハ
何
ノ
料レ

ウ

ゾ
」
ト
問
ヘ
ド
モ
、女
更
ニ
答
フ
ル
事
无ナ

ク
テ 

 

テ
立
テ
リ
。

早
ウ
、
此
奴

コ

ノ

ヤ

ツ

コ

ノ
シ
ケ
ル

様ヤ

ウ

ハ
、
楚

ス

ハ

ヘ

ヲ
以
テ
藪
ヲ
驚
カ
シ
ツ
ゝ
、
這ハ

ヒ

出イ

ヅ

ル

蛇
ク
チ
ナ
ハ

ヲ

打ウ

チ

殺コ

ロ

シ
テ

切キ

リ

ツ
ゝ
、
家
ニ

持モ

テ

行ユ

キ

テ
、
塩
ヲ

付ツ

ケ

テ

干ホ

シ

テ

売ウ

リ

ケ
ル

也ナ

リ

ケ
リ
。
大
刀

タ

チ

帯ハ

キ

共ド

モ

其
レ
ヲ

不
知

シ

ラ

ズ
シ
テ
、
買カ

ハ

セ
テ

役ヤ

ク

ト

食ク

ヒ

ケ
ル

也ナ

リ

ケ
リ
。 

 

此
レ
ヲ
思
フ
ニ
、
蛇

ク
チ
ナ
ハ

ハ

食ク

ヒ

ツ
ル
人

悪ア

シ

ト
云
フ
ニ
、
何ナ

ド

蛇
ク
チ
ナ
ハ

ノ

不
毒

ド

ク

セ

ヌ
。 

 

然
レ
バ
、
其
ノ

躰
ス

ガ

タ

忄遣
タ

シ

カ

ニ
无
ク
テ

切
々

キ

レ

ギ

レ

ナ
ラ
ム
魚
売
ラ
ム
ヲ
バ
広
量
ニ

買カ

ヒ

テ
食
ハ
ム
事
ハ

可
止

ト

ド

ム

ベ

シ
ト
ナ
ム
、
此
レ
ヲ
聞
ク
人

云イ

ヒ

繚
ア
ツ
カ
ヒ

ケ
ル
ト
ナ
ム

語
リ
伝
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
。 

 

・「
今
昔
物
語
に
就
い
て
」
よ
り
抜
粋
（『
芥
川
龍
之
介
全
集
７
』） 

芥
川
龍

之
介 

筑
摩
書
房 

平
五 

 

「
今こ

ん

昔
じ

や

く

物も

の

語
が

た

り

」
三
十
一
巻
は

天て

ん

竺
じ
く
（
１
）

、
震し

ん

旦
た
ん
（
２
）

、
本ほ

ん

朝
ち
よ
う
（
３
）

の
三
部
に
分

れ
て
い
る
。
本
朝
の
部
の
最
も
面
白
い
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
は
誰
も
異
存
は

あ
る
ま
い
。
そ
の
ま
た
本
朝
の
部
に
し
て
も
最
も
僕
な
ど
に
興
味
の
あ
る
の

は
「
世せ

俗ぞ

く

」
並
び
に
「
悪あ

く

行
ぎ

よ

う

」
の
部
で
あ
る
。―

―

す
な
わ
ち
「
今
昔
物

語
」
中
の
三
面
記
事
に
近
い
部
で
あ
る
。
し
か
し
、―

―
 

 

し
か
し
僕
は

仏ぶ

つ

法ぽ

う

の
部
に
も
多
少
の
興
味
を
感
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
仏

法
そ
の
も
の
は
勿
論
、
天て

ん

台だ

い

や

真し

ん

言ご

ん

の

護ご

摩
ま
（
４
）

の
煙
に
興
味
を
感
じ
て
い

る
と
云
う
こ
と
で
は
な
い
。
唯
当
時
の
人
々
の
心
に
興
味
を
感
じ
て
い
る
と

云
う
こ
と
で
あ
る
。
道ど

う

命
み

よ

う

阿あ

闍じ

や

梨
り
（
５
）

は
阿
闍
梨
と
は
言
う
も
の
の
、
和
泉

い

ず

み

式し

き

部ぶ

の
情
人
だ
っ
た
。
し
か
し
彼
の
経
を

誦ず

す
る
時
に
は
諸
天
善
神
も
歓

喜
の
余
り
、
法ほ

う

輪り

ん

寺
じ
（
６
）

の
前
へ

下く

だ

っ
て
来
た
。（
本
朝
の
部

巻
二

ま

き

の

に

、
天て

ん

王の

う

寺
じ
（
７
）
の

別べ

つ

当
た
う
（
８
）

道だ

う

命
み

や

う

阿あ

闍じ

や

梨り

の

語
も
の
が
た
り

第
卅
六
）
の
み
な
ら
ず

金き

ん

峯ぷ

山せ

ん

の

蔵ざ

王
お
う
（
９
）

、
熊く

ま

野の

の

権ご

ん

現
げ
ん
（
１
０
）

、
住す

み

吉よ

し

の

大だ

い

明
み

よ

う

神
じ
ん
（
１
１
）

等
の

下く

だ

っ
て
来
た
の
は

必
か
な
ら
ず

し
も
経
そ
の
も
の
の

功く

徳ど

く

に
浴
し
た
か
っ
た
た
め
ば
か
り
で
は
な
い
。

「
就

な

か

ん

レ

中づ

く

に
そ
の
音お

ん

微み

妙め

う

に
し
て
聞
く
人
皆
首

か

う

べ

を

低
か
た
ぶ
け

て
不

た

ふ

と

レ

貴
か

ら

ず

と
云

ふ
事
」
の
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
当
時
の
諸
天
善
神
も
勿
論
護
法
に
熱
心

だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
が
、
彼
等
の
情
熱
の
中
に
は
や
は
り
僕
等
の
音
楽
に
対

す
る
情
熱
も
ま
じ
っ
て
い
な
い

訣わ

け

で
は
な
か
っ
た
。 
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更
に
ま
た
仏
法
の
部
の
僕
に
教
え
る
の
は
い
か
に
当
時
の
人
々
の
天
竺
か

ら
渡
っ
て
来
た
超
自
然
的
存
在
、―

―

仏ぶ

つ

菩ぼ

薩さ

つ

を
始
め

天て

ん

狗ぐ

な
ど
の
超

自
然
的
存
在
を
如
実
、
、
に、
感、
じ
て
い
た
か

、
、
、
、
、
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
僕
等
は

畢つ

い

に
彼
等
で
は
な
い
。
法ほ

つ

華け

寺
じ
（
１
２
）

の
十
一
面

観か

ん

音の

ん

も
、
扶ふ

桑そ

う

寺
じ
（
１
３
）

の
高
僧
た

ち
も
、
乃
至

な

い

し

は

金こ

ん

剛ご

う

峯ぶ

寺
じ
（
１
４
）

の

不ふ

動ど

う

明
み

よ

う

王お

う

（
赤あ

か

不
動
）
も
僕
等
に
は

唯
芸
術
的
、―

―
美
的
感
激
を
与
え
る
だ
け
で
あ
る
。
が
、
彼
等
は

目ま

の
あ

た
り
に
、―

―

あ
る
い
は
少
く
と
も

幻
ま
ぼ
ろ
し

の
中
に
こ
う
云
う
超
自
然
的
存
在

を
目
撃
し
、
そ
の
ま
た
超
自
然
的
存
在
に
恐
怖
や
尊
敬
を
感
じ
て
い
た
。
た

と
え
ば
金
剛
峯
寺
の
不
動
明
王
は
ど
こ
か
精
神
病
者
の
夢
に
似
た
、
気
味
の

悪
い

荘そ

う

厳ご

ん

を
具
え
て
い
る
。
あ
の
気
味
の
悪
い
荘
厳
は
果
し
て
想
像
だ
け

か
ら
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
か
？ 

「
今
は
昔
、
河
内

か

は

ち

の
国

若わ

か

江え

の

郡
こ

ほ

り

の

遊ゆ

宜げ

の
村
の

中う

ち

に
、
一
人

ひ

と

り

の

沙し

や

弥
み
（
１
５
）

の

尼あ

ま

有
け
り
。…

…

仏
の
像
を
写
す
。…
…

而し

か

る

間
あ

ひ

だ

尼

聊
い
さ
さ
か

に
身

を
営
む

事
（
１
６
）

有
る
に

依よ

り

て
、
暫

し

ば

ら

く
寺
に

不ま

う

レ

詣で

ざ
る
程
に
、
其
の
絵
像

盗ぬ

す

人び

と

の
為
に

被ぬ

す

レ

盗ま

れ

ぬ
。
尼
此
れ
を

悲
か

な

し

び

歎
な

げ

き

て
、
堪た

ふ
る
に

随
し
た
が
ひ

て
、
東

西
を
求
む
と
云
へ
ど
も

尋
た

づ

ね

得う

る
事
無
し
。…

…

亦ま

た

知

識
（
１
７
）

を

引ひ

き

て

放は

う

生
じ
や
う
（
１
８
）

を

行
ぎ

や

う

ぜ
む
と
思
ふ
。
摂せ

つ

津つ

の
国
の

難
波

な

に

は

の

辺
あ

た

り

に

行ゆ

き

ぬ
。
河
の

辺
あ

た

り

を

徘は

い

徊
く

わ

い

す
る

間
あ

ひ

だ

、
市い

ち

よ
り

返か

へ

る
人
多
か
り
。
見
れ
ば

荷に

な

へ
る
箱
を

樹き

の
上
に
置
け
り
。
主

あ

る

じ

は
不
レ

見み

え
ず
尼
聞
け
ば
此
箱
の
中
に

種く

さ

々
ぐ

さ

の

生
し

や

う

類る

い

の
音
有
り
。
此
れ
畜
生
の
類
を
入
れ
た
る
也
け
り
と

思
お

も

ひ

て
、
必
ず
此
れ

を

買か

ひ

て
放
た
む
と
思
ふ
。…

…

良
久

し

ば

ら

く

有あ

り

て
箱
の

主
あ

る

じ

来
れ
り
。
尼
此
れ

に

会あ

ひ

て

曰い

は

く
、
『
此
の
箱
の
中
に

種く

さ

々
ぐ

さ

の

生
し

や

う

類る

い

の
音
有
り
。
我
れ

放は

う

生
じ

や

う

の
為
に
来
れ
り
。
此
れ
を
買
は
む
と
思
ふ
故
に

汝
な

ん

ぢ

を

待ま

つ

也
』
と
。
箱
の

主
あ

る

じ

答
こ

た

へ

て
曰
く
、『
此
れ
更
に
生
類
を

入い

れ

た
る
に

非あ

ら

ず
』
と
。…

…

其
の
時

に

市い

ち

人び

と

等ら

来
り
集
り
て
此
の
事
を

聞き

き

て
曰
く
、『
速

す
み
や
か

に
其
箱
を

開
ひ

ら

き

て
其

虚き

よ

実じ

つ

を

可み

る

レ

見べ

し
』
と
。
箱
の
主

白
地

あ
か
ら
さ
ま
（
１
９
）

に
立
去
る

様や

う

に
て
箱
を

棄す

て

て

失う

せ

ぬ
。…

…

早
く
逃
げ
ぬ
る
也
け
り
と

知し

り

て
、
其

後の

ち

箱
を

開
ひ

ら

き

て
見
れ

ば
、
中
に

被ぬ

す

レ

盗ま

れ

に
し

絵ゑ

仏ぶ

つ

の
像

在ま

し

ま
す
。…

…

」
（
同
上
。

尼
所
被
盗
持
仏
自
然
奉
値

あ
ま
ぬ
す
ま
る
る
と
こ
ろ
の
ぢ
ぶ
つ
に
お
の
づ
か
ら
あ
ひ
た
て
ま
つ
る

語
も
の
が
た
り

第
十
七
） 
 

こ
の
話
も
樹
の
上
の
箱
の
中
に

畜ち

く

生
し

よ

う

の
音
の
聞
え
る
と
云
う
こ
と
に
美

し
い

生な

ま
な
ま
し
さ
を

漲
み

な

ぎ

ら
せ
て
い
る
。
金こ

ん

剛ご

う

峯ぶ

寺じ

の

不ふ

動ど

う

明
み

よ

う

王お

う

を

描え

が

い
た
の
も
あ
る
い
は
職
業
的
画
工
で
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
こ
の
話
を
作
っ
た
も
の
は
（
も
し
「
作
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
と
す
れ

ば
）
小
説
家
で
も
何
で
も
な
い
当
時
の
民
の
一
人
で
あ
る
。
彼
等
は
必
ず

仏ぶ

つ

菩ぼ

薩さ

つ

の
地
上
を
歩
い
て
い
る
の
を
見
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
ま
た

鳶と

び

に
似
た
天
狗
の
空
中
を
飛
ん
で
い
る
の
を
見
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

僕
は
前
の
話
を
批
評
す
る
の
に
「
美
し
い

生な

ま
な
ま
し
さ
」
と
云
う
言
葉

を
使
っ
た
。
美
し
い
か
美
し
く
な
い
か
は
し
ば
ら
く
問
わ
ず
、
こ
の
「
生な

ま

な
ま
し
さ
」
は
「
今
昔
物
語
」
の
芸
術
的
生
命
で
あ
る
と
言
っ
て
も
差
し
支

え
な
い
。
た
と
え
ば
、「
三
獣
行
菩
薩
道
兎
焼
身

さ

ん

じ

う

ぼ

さ

つ

の

み

ち

を

お

こ
な

ひ

う

さ

ぎ

み

を

や

く

語
も
の
が
た
り

第
十
三
」（
天て

ん

竺ぢ

く

の
部
。

巻ま

き

五の

ご

）
を
見
て
も
、「
今
昔
物
語
」
の
作
者
は

兎
う

さ

ぎ

の
た
め
に
こ
う
云
う
形
容

を
加
え
て
い
る
。―

―
 

「
兎
は

励
は

げ

み

の
心
を

発お

こ

し
て…

…

耳
は
高
く

𤹪𤹪
く

ぐ

せ
（
２
０
）

に
し
て
目
は
大
き
に
前

の
足
短
か
く
尻
の
穴
は
大
き
に
開ひ

ら

い
て
東
西
南
北
求
め
行あ

る

け
ど
も
更
に
求

め
得
た
る
物

无な

し
。
」 

「
耳
は
高
く
」
以
下
の
言
葉
は
同
じ
話
を
載
せ
た
「
大だ

い

唐と

う

西せ

い

域い

き

記
き
（
２
１
）

」
や
「

法ほ

う

苑え

ん

珠し

ゆ

林
り
ん
（
２
２
）

」
に
は
発
見
出
来
な
い
。（
こ
の
話
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
通

り
、
釈し

や

迦か

仏ぶ

つ

の
生
ま
れ
な
い

過か

去こ

世ぜ

の
話
、―

j
ā
t
ak
a （

２
３
）

中
の
話
で
あ
る
。
）

従
っ
て
こ
う
云
う
生
ま
な
ま
し
さ
は

一い

つ

に
作
者
の
写
生
的
手
腕
に
負
う
て

い
る
と
思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
遠
い
昔
の

天て

ん

竺じ

く

の
兎
は
こ
の
生
ま
な
ま
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し
さ
の
あ
る
た
め
に
い
か
に
あ
り
あ
り
と
感
ぜ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

 
こ
の
生
ま
な
ま
し
さ
は
、
本
朝
の
部
に
は
一
層
野
蛮
に
輝
い
て
い
る
。
一

層
野
蛮
に
？―

―

僕
は
や
っ
と
「
今
昔
物
語
」
の
本
来
の

面め

ん

目も

く

を
発
見
し

た
。「
今
昔
物
語
」
の
芸
術
的
生
命
は
生
ま
な
ま
し
さ
だ
け
に
は
終
っ
て
い
な

い
。
そ
れ
は

紅こ

う

毛も

う

人
じ
ん
（
２
４
）

の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、b

r
u
ta
l
i
ty

（
野
性
）
の
美

し
さ
で
あ
る
。
あ
る
い
は
優
美
と
か

華き

や

奢し

や

と
か
に
は
最
も
縁
の
遠
い
美
し

さ
で
あ
る
。 

 

注 （
１
）
イ
ン
ド
。
巻
一―

五
。 

（
２
）
中
国
。
巻
六―

十
。 

（
３
）
日
本
。
巻
十
一―

三
十
一
。 

（
４
）
密
教
の
秘
法
。
薪
を
燃
し
、
一
切
の
悪
業
を
焼
滅
す
る
法
。 

（
５
）
藤
原
道
綱
の
長
子
。

和
歌
を
よ
く
し
「
道
命
阿
闍
梨
集
」
が
あ
る
。「
阿
闍
梨
」
は
僧
の
職
名
。
天
台
・
真
言
二
宗
の
高
僧

が
任
ぜ
ら
れ
る
。 

（
６
）
京
都
市
右
京
区
に
あ
り
。
真
言
宗
。 

（
７
）
四
天
王
寺
。
大
阪
市
天

王
寺
区
に
あ
り
、
聖
徳
太
子
の
建
立
。 

（
８
）
社
寺
の
長
官
。 
（
９
）
金
峯
山
寺
。
奈
良
県
吉

野
郡
金
峯
山
上
。
開
祖
は
役
小
角
と
言
わ
れ
、
金
剛
蔵
王
を
信
仰
す
る
修
験
道
の
本
山
。 

（
１０
）

熊
野
三
所
権
現
。
熊
野
三
山
の
主
祭
神
を
い
う
。
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
。 

（
１１
）
住
吉
神
社
。
大

阪
市
住
吉
区
。
中
古
に
は
和
歌
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
。 

（
１２
）
奈
良
市
に
あ
る
法
華
滅
罪
の

寺
。
国
分
尼
寺
の
本
山
。
十
一
面
観
音
は
国
宝
。 

（
１３
）
未
詳
。 

（
１４
）
高
野
山
上
に
あ
る
真

言
宗
総
本
山
。
弘
法
大
師
の
開
基
。「
不
動
明
王
」
は
国
宝
。
智
証
大
師
作
と
伝
え
る
。 

（
１５
）
初

心
の
僧
。
ま
た
、
尼
。 

（
１６
）
私
事
。 

（
１７
）
名
僧
。 

（
１８
）
捕
え
ら
れ
た
生
物
を
放
ち
後

世
を
祈
る
事
。 

（
１９
）
ち
ょ
っ
と
。 

（
２０
）
せ
む
し
。 

（
２１
）
唐
の
玄
奘
三
蔵
撰
。
三
蔵
法

師
の
イ
ン
ド
西
域
地
方
旅
行
記
。 

（
２２
）
唐
の
西
明
寺
の
道
世
撰
。
経
論
の
説
話
を
集
成
し
た
も

の
。
全
百
巻
。 

（
２３
）
ジ
ャ
ー
タ
カ
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
）
。
本
生
譚
。
最
古
の
イ
ン
ド
民
話
集
。

釈
迦
が
前
世
に
経
験
し
た
因
縁
事
を
現
世
の
出
来
事
と
比
べ
て
説
い
た
も
の
。 

（
２４
）
西
洋
人
。 

 

  


